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★枚方産学公連携フォーラム 

平成 17 年に始まった事業で今年が 20 回目の開催となる。ひらかた地域産業クラス

ター研究会と市が市内経済の活性化を図るために実施しており、地域の企業、大学、

産業支援機関等と連携して地域イノベーションの創出を目指している。 

 

★開催概要 

日 時：2024 年 12 月７日（土）午後１時 30 分～４時 10 分（午後 1時開場） 

場 所：〒573–1159 大阪府枚方市車塚１丁目１番１号 

枚方市立地域活性化センター ７階 たまゆらイベントホール 

主 催：枚方市・ひらかた地域産業クラスター研究会 

共 催：北大阪商工会議所・枚方市工業会・枚方七企業団地連絡協議会・ 

 

 

企業と地域 共創の可能性を探る 
市内企業の魅力を発信する産学公連携フォーラムを開催 

◎チラシあり 

 令和６年（2024 年）11 月 18 日 

 

市は 12 月７日（土）、ものづくりに関わる企業を中心に地域産業活性化などを目

指すひらかた地域産業クラスター研究会と連携し、「枚方産学公連携フォーラム 

2024」を地域活性化支援センター（ひらっく）で開催する。 

同フォーラムでは、経済産業省の研究会で座長を務めた、オープンファクトリー研

究の権威でもある京都橘大学教授の丸山一芳氏による、他市のオープンファクトリー

で行われる製造過程や作業場を地域の人々に公開する取組事例を参考に、ひらかた地

域産業クラスター研究会というコミュニティを活かし、どのような革新をもたらすの

かを視点とした講演をはじめ、枚方を中心としたものづくり企業と地域が共創する

オープンファクトリーイベント「不器用 FACTORY 2024」の開催報告を行う。また、

現場の従業員が日常的に行っている作業を見える化し、効率化や改善を図ることを目

的に、近畿経済産業局が令和６年に公表した「現場主導による業務プロセスの可視化

ツール」を活用した課題解決をテーマに、アクテック株式会社代表取締役社長の芦田

知之氏による事例発表のほか、大阪工業大学によるイノベーション大賞の研究発表と

表彰などを行う。 

市は、同フォーラムでの「不器用 FACTORY」実施の効果などに関する議論を踏ま

え、今後の市内ものづくり企業の魅力発信につなげていく。 
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学園都市ひらかた推進協議会 

後 援：大阪府・(公財)関西文化学術都市推進機構・枚方信用金庫 

テーマ：「共創の可能性を探る！産学公連携の新たなステージへ」 

―未来を共に創る場、ここから始まる産学公連携― 

 

 

申 込：11 月 30 日（土）までに専用フォーム（https://www.hirakata-kassei.jp 

/seminar/form_forum_2024/・下記コード）または電話、ファクスで枚方 

産学公連携フォーラム事務局へ。先着 100 人。 

☎：050-7105-8080 FAX072-851-5384 

 

 

★地域一体型オープンファクトリー 

ものづくりに関わる中小企業や工芸品産地など、一定の産業集積がみられる地域を

中心に、企業単独ではなく、地域内の企業等が面として集まり、生産現場の外部公開

やものづくりを体験してもらう取り組み。 

本市では、ひらかた地域産業クラスター研究会と市が一体となり、８月と 11 月に

KUZUHA MALL で地域のものづくり企業延べ 17 社によるオープンファクトリーイベント

「不器用ファクトリー」を実施。子どもを対象に市内ものづくり企業の魅力を広く発

信。ものづくりの楽しさや魅力を再発見してもらい、将来的に地元企業への就職へつ

ながることも期待される。 

 

 

＜お問い合わせ＞ 

枚方産学公連携フォーラム事務局 

（枚方市立地域活性化支援センター「ひらっく」内） 

☎050-7105-8080、FAX072-851-5384 






